
H25年度末

事業名 地域情報通信基盤整備推進交付金事業

整備対象地域 隠岐の島町全域

交付金額 394,872千円

事業の概要　

事業年度 平成21年度補正 事業完了日 平成23年3月30日

総事業費 1,184,616千円

事業の内容

　本町では、ADSLとISDNが利用可能であったが,局舎から遠い地域は充分なイン
ターネット通信環境が得られない地区を多く抱え、地域間の情報通信格差が拡大
していた。
　また、離島という地理的条件の下、住民はもとより地元企業や医療機関などか
ら強く通信速度の高速化の要望があり、町内全域に光ケーブルを敷設し、高速な
インターネット環境を整備することとなった。
　この事業では、インターネット接続サービスの提供を行うために光ファイバー網
を整備することで、地域間の情報格差の是正と地域の活性化を図ることを目的と
して、整備された光ファイバー芯線をIRU方式で電気通信事業者へ貸し出すことに
より、町内全域に超高速ブロードバンド環境の整備を実現した。
　また、町の中心部では、携帯電話事業者によるサービスが行われているが、一
部地区では携帯電話が使えない不感エリアとなっており、日常生活への支障や、
防災面の不安があり、不感エリア解消の要望が多く寄せられていた。今回の携帯
電話用伝送路施設を整備することで、当該エリアで携帯電話サービスを展開する
移動体通信事業者に施設を貸し出し、当該地区において携帯電話サービスを行
うことが可能となった。

初年度 最終 H23年度末 H24年度末

公設民営（IRU）

契約先 西日本電信電話株式会社　島根支店

整備計画時の目標 ⑳実績

H26年度末 H27年度末

7,136 7,096

加入世帯数 2,576 2,796 2,492 2,619 2,623 2,613 2,601

整備地域の世帯数 7,358 7,358 7,192 7,174 7,161

評価及び課題

【評価】
　整備計画時の目標は達成されてはいないが、初年度から3年間、利用促進キャ
ンペーン活動（軽減措置）により、加入世帯の増加がみられたが、近年は横ばい
状態となっている。今回の整備により、地域間における情報格差の是正及び携帯
電話不感地帯の解消が図られ、整備目標には一定の成果が表れている。

【課題】
　整備地域内（全町）では、高齢者世帯が多く、それらを中心とする未加入の世帯
に対して、新たなブロードバンド活用法を検討を行なったり、新規加入料や月額負
担金の負担感から、加入を控えるケースも見受けられるため、サービス提供事業
者と、軽減策や、新たなサービスの提供などの検討を行なうことで、加入率の向
上に繋げていく必要がある。
　

36.6 36.7加入率（％） 35 38 34.6 36.5 36.6

BB

サービス開始日 平成23年3月31日

サービス形態


